
タイムスタンプサービス Cyber Date Stamp
■ 知的財産情報の保護に有効なタイムスタンプを専用ソフト不要で簡単に付与可能

■ 特許情報サービス「 CyberPatent Desk 」とあわせて利用も可能

インターネットブラウザがあればすぐ使える導入が容易

・ 「CyberPatent Desk」 にアクセスするだけでご利用が可能です。

お客様のさまざまな課題を「Cyber Date Stamp」が解決します！

複数ファイルをまとめて付与できる操作が容易

・ 最大40ファイルを1つのPDFに添付し、そのPDFごとに付与することが可能です。

長期の保証 長期間有効とするために期限延長ができる

・タイムスタンプの有効期限（約10年間）が切れる前に、もう一度タイムスタンプを
・押すことで期限の延長が可能です。

「Cyber Date Stamp」 の活用例

「Cyber Date Stamp」の特長
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現在

共同研究開発

大手電気機器
メーカーA社

共同研究開発の際に、相手先へ提出するデータに
タイムスタンプを付与しておけば、知的財産の所在が明確

技術情報 技術情報

過去のトラブル

共同研究開発

大手電気機器
メーカーA社

技術情報 技術情報

大手電機機器メーカーが
自社技術と偽り特許を取得！！

活用例①：外部に自社技術を公開するとき

いつ提供された
ものですか？

A社の技術だと
証明できますか？

活用例②：ノウハウ、証拠性を確保したい

工場の製造ライン

現在今まで

工場の製造ラインを画像や動画で撮影し、
画像や動画ファイルにタイムスタンプ付与する
ことで証拠性を確保

特許を取得できない製造ノウハウや
工場の製造ラインの証拠性を確保したい。
良い方法はあるだろうか・・・。

工場の製造ライン

画像

動画

管理者

公証役場に持っていきにくい媒体
でも簡単にスタンプを押せる



 複数ID利用の場合には、タイムスタンプ付与済みファイルを特定のユーザーに集約することが可能

1IDの場合 月額 5,000円（税抜）※「CyberPatent Desk」にオプション追加の場合

※本機能のご利用は、「Cyber Date Stamp 」法人パックプランのご契約が必要です。

「Cyber Date Stamp 」法人パックプランの詳細は、弊社営業担当へお問い合わせください。

 4つのステップで簡単にタイムスタンプの付与が可能
 タイムスタンプ付与済みファイルから入力したメモや添付したファイルの確認が可能

入力したメモ内容

添付ファイル名

添付ファイル

タイムスタンプ付与済みファイルを
特定のユーザーに集約し一括管理

「Cyber Date Stamp 」の料金プラン

「Cyber Date Stamp 」の管理機能

「Cyber Date Stamp」の画面イメージ

※ タイムスタンプ数は年間1,000スタンプまで利用可能です。

※ ファイルの最大添付容量は20MBです。

※ 「Cyber Date Stamp 」専用IDの発行も可能、専用IDの場合 月額10,000円（税抜）となります。

無償モニタID試用可能 機能をお試しいただけるモニタＩＤをご用意しております。

※PDFに認証時刻を表示する基本的な特許のほか、ユーザ取得後破棄、時刻認証更新などに関する特許をサイバーパテント株式会社で保有しています。

「サイバーパテント」「サイバーパテントデスク」「CYBER PATENT」「CYBER PATENT DESK」「CPD」「マイパテントデスク」「NRI再公表早期サービス」「パトリス」「ハイブリッド翻訳」「Cyber Date Stamp」
「TOPAM」「Full Support Partner」は、サイバーパテント株式会社の登録商標です。 その他、記載されている社名、商品名、ユーザー名等に関する権利については、当該権利の保有者に帰属します。

■お問合せ先

IPソリューション事業部

サイバーパテント株式会社
〒100-0004東京都千代田区大手町2-2-1 新大手町ビル

03-5299-5050 03-5299-5077

patent@cyberpatent.co.jp

TEL FAX

E-mail （CP02120）


